
令和 2年度 第 5回三和区地域協議会次第 

 

                                                 日時：令和 2年 10月 29日（木） 

午後 6時 30分から 

場所：三和コミュニティプラザ 

３階 多目的ホール 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

３ 報告事項 

・三和ふれあい農園の休止について                 資料№1 

 

 

４ 協議事項 

 （1）各種団体への温浴・宿泊施設の説明の状況について      資料№2 

 

 

 （2）令和 2年度地域活動支援事業採択方針等の振り返りについて  資料№3-1 

                                 資料№3-2 

資料№3-3 

 

 

５ そ の 他 

 

 

６ 閉  会 



三和ふれあい農園の休止について 

 

○市の対応方針 

・令和 2年度をもって休止する。 

（休止の理由） 

 ・これまで都市農村交流に一定の成果を上げてきたが、既に農園借受者が固定化するとともに、

減少傾向にあることから、令和 2年度末をもって農園を休止する。 

 

１ 設置目的 

  豊かな自然資源や美しい山里の景観を持った市民農園を運営し、都市住民の多様なニーズに

対応した農業体験と農村交流を提供し、農業・農村に対する理解促進を図る。 

 

２ 施設の概要 

  ・所 在 地：三和区大 884番地 3ほか 

・設 置 年 月：平成 7年 2月 

・総 面 積：6,000㎡（うち農園面積 5,040㎡） 

・区 画 数：（畑）43区画 

・補助事業名：農業農村活性化農業構造改善事業 

・事 業 費：39,800千円（うち国 15,920千円） 

・付 属 施 設：管理棟 1棟 38.51㎡ 

・貸 付 料 金：1㎡当たり年間 25円 

 

３ 施設の利用状況 

・年度別利用実績                              

区  分 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 

契約区画数 27区画 31区画 26区画 23区画 16区画 

契 約 者 数 17人 21人 17人 15人 11人 

    

４ 地元との協議経過等  

平成 31年 

2月 

 

農園契約者への説明 

・翌年度の農園契約意向等の調査にあわせて、農園契約者に対し、施設の

休止について説明を行い、すべての契約者から令和 2 年度をもって農園

を休止することに了解を得た。 

 

三和区 大東町内会長に方針説明 

・令和 2年度をもって施設を休止する方針を説明し、了解を得た。 

  

５ 休止後の管理方法 

  市直営（業務委託等）で草刈りを行い適正な管理を行う。 

 

 

 

 

 

【参考】区画配置図 

     

     

資料№1 



　説明に対する意見一覧表　　　              施設名：三和ネイチャーリングホテル米本陣

全体像

・当初の設置目的の「農村生活の体験の場」がなくなっている。滞在型農村体験施設に戻してはどうか。
・体験農園は特色があり、施設をPRするにはよかったのではないか。
・施設自体どうしたいのか。他から集客したいのか（宿泊）、地元から集客をしたいのか（温浴、宴会）見えない。
・人口減少を理由に言い訳がましい。米本陣の目指しているところ、方向性が分からない。
・ホテルと付くネーミングから敷居が高く感じられ気軽に入れない。また、形式（ホテル名称）にこだわっているのか気楽にくつろぐことができない。
・特に良くも悪くもないため、何かに特化した戦略で差別化しなければいけない。
・米と酒の謎蔵、味の謎蔵が訪問医療施設なので、高齢者やハンディキャップのある方に特徴ある（優しい）施設にしてはどうか。
・三和区隣接地域（浦川原、頸城、清里）に類似施設がなく、平地から少し高い立地で誰もが行きやすい場所である。経営を工夫すれば市民（高齢
者）の福利厚生的施設として安定した利用者数は確保できると思われる。
・体育館とセットにし、利用料金も安くして合宿誘致するなど方向転換も必要である。
・現在も毎年利用するリピーターはいると思うが、年1回では利益が上がらない。時代や年代により興味が違うためどこをターゲットにするのかも考え
ていかなければいけない。
・地域の活性化の起爆剤として期待している。
・他県在住の親戚や同級生など実家で宿泊できない場合に米本陣に宿泊している。三和区に宿泊施設は、絶対一つは必要だ。
・三和区にとって米本陣は区のランドマーク的存在である。地域資源と連携、融合することで、今以上に区及び市にとって活用できる有効な施設とな
ることから存続が必要である。

料　金
・料金設定が高い。どういうコンセプトでこのような価格設定なのか。
・当初の目的は農村生活体験施設で低料金だったと思う。その後コンセプトを高級ホテルになったのではないのか。

施　設

・風呂が狭く、夏の日差しが強すぎる。また、一番奥で場所が悪い。
・宿泊以外に他に楽しめる施設がなく、宿泊と宴会だけでは利用者の年代が限られる。
・子供が楽しめる施設がない。以前、米と酒の謎蔵に隣接した所に設置されていた遊具は孫たちに好評だったため、その遊具を復活させてほしい。
・ログハウスの活用（犬や猫と泊まられる施設、バーベキュー等で団体が安価で宿泊できるプラン）

料　理

・三和ならではの料理を期待しているのに、意外と普通である。
・料理はいつも同じで、ビアガーデンは残念だった。
・変わっていないように見えてるが、実際はお客様によって少し料理も変えたりして従業員も努力している。
・会社でも利用するが料理が好評である。

イベント・
日帰り温浴

・企画努力がなく、次来てもらうにはどうすればよいか考えていない。
・子どもが楽しめるイベントがあれば、当然親もついてくるので利用者の増加につながる。
・宿泊客に対して楽しめるイベント的なものがない。宿泊だけでは魅力がないため行先候補から外れる。
・リピーターを作るために、四季折々の見どころを作る。（山菜、紫陽花、芝桜等ある他区の施設へ行ってしまう。）
・米と酒の謎蔵施設に医療法人の方が来られているが、その方たちと連携して健康教室を開催するなど、宿泊とセットで催し物を計画できないか。
　※朝市、スイーツバイキング、屋台村、自然を活かした体験イベント　など
・温浴施設で食堂や休憩所、コロナの関係でサウナが利用できなくなればお客は来ない。少し遠くてもある場所へ行く。サービスを減らせばお客は来
るわけがない。
・無駄が無いようにしているのは理解できるが利用しにくい。
・長期間同じ状態では飽きられる。手ぶらでバーベキューなど社会情報にあったやり方を工夫しなければいけない。
・せめて休憩所は必要である。持ち込みができてゆっくりできればそれでいい。

周　知

・毎年町内の新年会は米本陣と決めて利用しているが、施設からの案内や声掛けがなく残念である。
・市のアピールが足りない。
・PRがないため何をやっているかわからない。少なくとも区内はしっかりやってもらいたい。
・施設の営業が足りない。もっと努力が必要。特に老人会は、コロナ禍で近場を考えているところも多いため上手に利用すればよい。
・施設へ行くまでの道路標式がわかりにくい。案内看板を大きく見やすくしてほしい。
・ネット等を活用して宣伝していく。
・インスタグラムを見たが工夫する必要がある。

その他

・サービスを辞める前に努力し企画を工夫をするべきではないか。この状況になって聞かれても困る。
・三和区として一つしかない灯を消したくないが三和区民だけではどうにもならない。
・宿泊中心になれば地元ばかりでの応援ではダメだ。
・宿泊は常時利用できないが、町内会班の宴会などの利用で協力している。
・米本陣まで行く路線バスがない。単人数だと自家用車がないと行けないので、 区内間は１日１回米本陣までの循環バスを運行してはどうか。老人を
大切にしてもらいたい。
・コロナの関係で思うような営業ができない為なのか従業員のやる気が感じられない。モチベーションが低い。吉川ゆったりの郷の従業員は活気が
あって、とてもよかった。

・米本陣は村が整備を進めた施設のため、最初から補助金ありきで利益度外視の施設だった。
・行政は商売するべきではない。経済活動等を支援するまでと考える。
・三和区にあればうれしいが、財政面を見るとそうは言えない状況なのかとも思う。

・他の三セク（施設）とお互いの強み弱みを話し合い、協力すべきだと考える。
・会議に三和振興の社長、JHDの社長が出席すべきと考える。
・計画と実績の差異はなにか。どのような変更計画を立てたのか。
・JHDの経営形態は成功したのか。
・時間短縮や休止によりどのくらい経費削減できるのか。
・経営改善の方向性として、人件費削減が最初に来るとよくない。モチベーションにかかわる。
・JHD全体での横の連携が必要ではないか。
・経営者が公的な立場を抜けられないのが問題。民間であれば社長が借金してでも続ける。現場の人たちが一般の考えとかけ離れている。
・素人が経営しているから駄目である。民間のノウハウを持っている人がするべきである。新しい会社が出てくればまた応援すればよい。
・現在のスタッフの処遇はしっかりとしていただきたい。
・三和区の良さを区内外に発信するために地域と連携した施設経営を望む。
・経営が悪化している中で、農協観光やＪＴＢ、近畿日本ツーリストなど旅行観光業界から診断を受けてはどうか。地元住民として、何をすればよいか
の判断材料になる。
・最近、米本陣の利用者が施設に対し、いろいろな提案をしたが、特に返答はない、経営者が何とかしようと意欲がない。

・本日の説明をもって地域協議会委員が「説明を受け納得した」ということにしないでいただきたい。
・この場だけの問題ではない。三和区だけの問題でもない。
・廃止に向けて進んだ場合、理由として、区民の意見が一番だということにはしないでほしい
・廃止となった場合は、介護の施設として利用してはどうか。
・民間が運営したほうが大胆な発想で経営できる。そもそも行政が関わると改革はできない。
・民間に移行した施設が魅力的になり利用するようになった。
・市全体の施設で消防団割引等を市として作ってほしい。そうすれば民間へ行かずに市の施設へ行く。

利用

市財政

第三セクター

その他

　○13団体101名（三和区地域協議会、コミュニティプラザ利用団体7、米本陣すまいるクラブ、民生委員・児童委員協議会、スポーツ団体2、三和方面隊役員）
　○20歳～70歳代
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　令和2年度　地域活動支援事業　今後のスケジュール（案）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

・当初募集
（3週間程度）

・追加募集 ・採択方針協議 ・次年度の採択
　方針等決定

・当初募集
（1日～24日）

・課題把握等 ・採択方針協議 ・次年度の採択
　方針等決定

・事前相談周知
（団体送付、広
報無線、地域協
議会だより、回
覧）

・事前相談受付
・活動報告会
（次年度採択方
針説明含む）

令和２年度

通常

・提案者等配布
・質問書提出
・提案者へ質問
　配布
・質問事項回答
　を委員へ配布

・提案者等配布
・質問書提出
・提案者へ質問
　配布
・プレゼンテー
　ション
・採点
・審査

・提案者等配布
・質問書提出
・提案者へ質問
　配布
・プレゼンテー
　ション
・採点
・審査

・質問事項回答
　を委員へ配布
・委員から採点
　票提出
・審査

・事前相談周知
（団体送付、広
報無線、地域協
議会だより、回
覧）

・事前相談受付
・活動報告会
（次年度採択方
針説明含む）
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令和 3年度地域活動支援事業三和区採択方針検討資料                                                                      

項 目 令和 2年度 令和 3年度 備    考 

募集期間 4月 1日（水）から 4月 24日（金）（土、日曜日を除く）   

補助率 

限度額 

補助率 

・10/10以内 

※事業内容、審査の結果により補助金額の減額・調整を行う場合があ

る。 

・同一団体の同一事業については、採択 3回目から 8/10以内 

 ※令和元年度事業からカウントする。 

  

上 限 １５０万円   

下 限 1万円   

採 択 方 針 ６項目（別紙参照）   

提案件数の制限 制限しない   

ヒアリング・ 

プレゼンテーション 

プレゼンテーションを含めたヒアリングを実施する。また、必要に応

じて現地確認を行うことができる。 
  

審査方法 

説明 
・ヒアリング時に提案者が説明 

・必要に応じて事務局の補足説明 
  

協議 

・委員全員による協議 

（欠席した場合は放棄したとみなし、途中での参加も認めない。） 

・不採択となった事業について提案者に伝えるため、具体的な理由を委

員全員で協議する。 

  

採点 採点票により委員個々に採点   

利 害 

関係者 

・提案団体の代表者が委員の場合、審査から除外する。 

・提案事業に関わっている場合は委員の自主判断とする。 
  

審査項目 

・基本審査 

・三和区の採択方針 

・共通審査基準（1点と採点した場合に理由を記入する。） 

 
  

 

補助対象外 防犯灯等の LED化   

傾斜配分 なし   

採 択 ラ イ ン 

（下限点数）の設定 
１３点（２５点満点）   

採択事業の決定 

ボーダーライン上の事業及びその下位の順位で採択ラインに達してい

る事業について、事業内容等を勘案し全体協議を経て、補助金額等を調

整し採択することができる。 

  

追加募集 
残額が配分額の５％を目安とし、追加募集を行う。ただし、追加募集

は、１回とする。 
  

 そ の 他 ５万円以上の経費は、２社からの見積書を添付する。   
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三和区の住民が自主的、主体的に取り組む事業のうち、優先的に採択する事業 

 

①「地域活性化事業」  

地域団体と住民が協働し、または住民が主体となって取り組む地域づくり事業（例 

祭り、講演会、フォーラムの開催など） 

②「安全・安心サポート事業」  

子どもから高齢者が、安全・安心で快適な暮らしをしてもらう事業。例 防犯・防

災対策、子ども高齢者見守りなど） 

③「地域農業振興事業」  

農業の担い手育成や、農業資源を活用し新たな価値を創出する事業。（例 農作業体

験、担い手研修など） 

④「歴史的資産の保全・保存事業」  

後世に残すべき自然・環境・文化財などを保存する事業（例 環境保全のための植

林、文化財の整備など） 

⑤「健全育成または健康推進事業」  

子どもから高齢者まで広範囲にわたり健康を推進する事業や人材の育成事業（例 

スポーツ体験・交流イベント、高齢者介護ボランティア体験など） 

⑥「人材養成・確保事業」  

地域自治を担う人材を養成・確保する事業（例 観光ボランティアの育成など） 

 

別 紙 



1 

令和 2 年度 地域活動支援事業 

三和区地域協議会審査手順 
◎スケジュール（当初のもの）              

月 日 項 目 内 容 

4月 1日（水）～4月 24日（金） 

土曜日、日曜日を除く 

・提案書の受付 

・ヒアリング等の周知 

（日程が未定のため未） 

・一定の基準による審査 

・担当課への所見依頼 

・提案者への概要説明 

5月中旬 ・提案書の事前配付 

・提案者への質問事項の取り

まとめ 

・委員による自己採点 

・質問事項を事務局へ提出 

・提案者へ質問事項の送付 

6月上旬 ・提案者へのヒアリング等 

・地域協議会の審査 

・提案内容のヒアリング等 

・採択すべき事業、採択すべ

きでない事業の決定 

・追加募集実施の有無 

6月中旬 ・採択事業の内定 ・提案者へ通知 

・補助金交付申請書提出依頼 

 

１．提案書の受付 

（１）一定の基準による審査 

① 提出書類に不足はないか。 

② 提出書類のうち、様式については所定のものを使用しているか。 

③ 提出書類に乱丁・落丁がないか。 

④ 提出書類の記載内容が明確なものになっているか。 

⑤ 提出書類の記載内容に矛盾はないか。 

⑥ 提出書類の記載内容に法令等に反する行為の記述はないか。 

⑦ 提案書の「上越市暴力団の排除の推進に関する条例に基づく暴力団の排除のため 

の誓約」が記入されているか。 

⑧ 他の補助制度と重複して助成を受けていないか。 

⑨ 提案事業が実施要綱で対象外とするものではないか。 

⑩ 事業に係る経費が十分に計画されたもの、精査されたものといえるか。また、安

易に計画変更できると考えていないか。 

⑪ 実施要綱に基づき、補助対象経費として不適当な経費が計上されていないか。ま

た、公金の支出として不適当な経費が計上されていないか。 

⑫ 工事や備品購入については、それらが地域の課題解決や活力向上に不可欠である

とともに、それらを利用して住民の皆さんの活動が行われるか。 

⑬ 備品購入を行う場合、レンタル等で導入費用を節減できない理由や、後年度の活

用予定や管理体制が明確になっているか。 

⑭ 市有地・市施設を利用する事業については、市の担当課と事前の相談や協議が行

われているか。 
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⑮ 土地利用等に関し提案者以外の承諾が必要な事業については、関係者と事前の相

談や協議が行われているか。（採択された事業は、補助金交付申請時に「土地等使

用承諾書」を提出していただくことを、提案者に説明する。） 

（２）担当課への所見依頼 

補助金の重複払いを防止するため、また地域協議会での審査において、共通審査

基準における必要性、実現性等の判断を行う必要があること等から、軽微な提案を

除き、担当課（関係課）へ所見を求める。 

 

２．提案書等の事前配付 

（１）資料の事前配付 

  ・事務局は、提案書の募集締切後速やかに審査資料を委員へ配付する。 

（提案事業一覧表、提案書の写、採点票） 

・資料中の個人情報に該当する項目（個人名、住所、電話番号、ファックス番号）を

消し、送付する。 

  ・審査日当日、委員は事前送付資料を持参する。 

（２）委員による事前採点 

  ・事前配付された資料により各自採点し、採点票に記入する。 

（３）提案者への質問 

・委員は提案書に不明な点があるときは、任意の様式に質問事項を記入し、事務局が

指定する日までに事務局へ提出する。 

・事務局は、委員からの質問事項をまとめ提案者へ送付する。 

（４）ヒアリング等の実施 

 ・提案者にヒアリング等の日程を通知する。（提案者は原則出席とする。） 

  ・提案者がやむを得ずヒアリング等に欠席の場合、事務局が質問内容の聞き取りを行 

い、聞き取りの範囲内で事務局が回答する。 

  ・ヒアリングは、提案者のプレゼンテーションを兼ねたものとする。 

  ・ヒアリング等は、１提案事業につきおおむね 10分程度とする。ただし、提案件数 

   が多い場合は調整することができるものとする。 

  ・ヒアリング等に際して、委員は提案者の意欲を尊重した姿勢で臨むものとする。 

  ・工事等を伴う事業について、必要に応じて現地確認を行うことができるものとする。 

３．協議会での審査 

  ＊審査は一覧表順に 1件ごとに行う。 

（１）審議案件の説明について 

・原則提案者がヒアリングの際にプレゼンテーションを行う。なお、必要に応じて事 

務局が補足説明を行う場合がある。 

（２）委員関連案件の取扱い 

  ・事務局は提案書の受付の際に、委員が提案団体の代表者かどうかや、提案案件との 

   関わりの有無等を把握し、ヒアリングの実施前に会長へ報告する。 

  ・委員が提案団体の代表者となっている場合、当該委員はその提案案件の協議、審査

には加わらないものとする。また、委員が提案案件に関わっていた等の場合の協議、

審査への参加の是非は、当該委員の自主判断とする。 
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（３）採点 

・三和区の採択方針、基本審査・共通審査基準、三和区地域活動支援事業のしおりを

もとに採点を行う。 

・1つの案件が終了するごとに、採点票を回収する。採点票は無記名とする。 

・事務局は、速やかに集計を行う。 

（４）採点票の集計（集計中会議中断・休憩） 

  ・採点結果により次の手順で優先順位をつける。 

（ア）基本審査基準により事業の目的に合致するか否かは、「適合する」「適合しない」

を選択した人数の多い方を採用する。同数のときは、会長に一任する。 

（イ）優先採択方針に「適合する、しない」は、「適合する」「適合しない」を選択した

人数の多い方を採用する。同数のときは、会長に一任する。 

（ウ）共通審査基準の①から⑤までの項目ごとに点数を合計し、採点者の数で除し、平

均値を求める。（原則小数点以下第 3位切り捨て）平均値合計が同点の場合は①か

ら⑤の順に点数の高い方を上位とする。合計点の高い順に並べる。 

    ※イメージ表 ①参照 

（エ）基本審査基準により事業目的に合致しないに該当した事業及び共通審査基準の点

数が 13点未満の事業は採択しない。（採択ライン 13点以上） 

    ※イメージ表 ①参照 

（オ）優先採択方針に適合する事業を優先するため、不適合の事業の順位を適合する事

業の下位に移動する。 

     ※イメージ表 ②参照 

 

＊イメージ表 ①     配分額 600万円 提案件数 11件（以下の表も同様の想定） 

（ウ）（エ）「基本審査基準の事業目的に合致、共通審査基準採点 13点以上」 

優先 

順位 

事業

名 

事業

目的

合致 

優先採択

方針との

整合 

補助額 

万円 

共通審査基準 合 

摘要 
① ② ③ ④ ⑤ 

計 

点 

１ Ａ ○ ○ 120 5 5 5 5 5 25  

２ Ｂ ○ ○ 120 5 5 5 4 4 23  

３ Ｃ ○ ○ 100 4 4 4 4 4 20  

４ D ○ ○ 100 4 4 4 3 3 18  

５ Ｅ ○ ○ 90 3 3 3 3 3 15 ②の点数によ

り Eが上位 
６ Ｆ ○ × 60 3 2 4 3 3 15 

７ Ｇ ○ ○ 150 3 3 3 2 3 14  

８ H ○ × 80 3 3 3 2 2 13  

９ I ○ ○ 40 2 2 2 2 2 10 不採択 

１０ J ○ × 100 2 2 2 1 1 8 不採択 

１１ K × ○ 20 3 3 3 3 3 15 不採択 

 

 

採 択 

ライン 
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＊イメージ表 ② 

（オ）「三和区の優先採択方針に適合する」 

優先 

順位 

事業

名 

事業

目的

合致 

優先採択

方針との

整合 

補助額 

万円 

共通審査基準 合 

摘要 
① ② ③ ④ ⑤ 

計 

点 

１ Ａ ○ ○ 120 5 5 5 5 5 25  

２ Ｂ ○ ○ 120 5 5 5 4 4 23  

３ Ｃ ○ ○ 100 4 4 4 4 4 20  

４ D ○ ○ 100 4 4 4 3 3 18  

５ Ｅ ○ ○ 90 3 3 3 3 3 15  

６ Ｇ ○ ○ 150 3 3 3 2 3 14 採択方針を優先

したため順位逆

転 ７ F ○ × 60 3 2 4 3 3 15 

８ H ○ × 80 3 3 3 2 2 13  

９ I ○ ○ 40 2 2 2 2 2 10 不採択 

１０ J ○ × 100 2 2 2 1 1 8 不採択 

１１ K × ○ 20 3 3 3 3 3 15 不採択 

 

 

（５）集計結果の報告 ※イメージ表 ③参照 

  ・集計作業が終了次第会議を再開する。 

  ・事務局は、集計結果をコピーし、配付する。 

  ・委員は、優先順位が適当であるか（手順に誤りがないか）確認する。 

 

＊イメージ表 ③ 

 「集計結果の報告」 

優先 

順位 

事業

名 

事業

目的

合致 

優先採択

方針との

整合 

補助額 

万円 

共通審査基準 合 補助

額の

累計 

残額 
① ② ③ ④ ⑤ 

計 

点 

１ Ａ ○ ○ 120 5 5 5 5 5 25 120 490 

２ Ｂ ○ ○ 120 5 5 5 4 4 23 240 370 

３ Ｃ ○ ○ 100 4 4 4 4 4 20 340 270 

４ D ○ ○ 100 4 4 4 3 3 18 440 170 

５ Ｅ ○ ○ 90 3 3 3 3 3 15 530 70 

６ Ｇ ○ ○ 150 3 3 3 2 3 14 680  

７ F ○ × 60 3 2 4 3 3 15 740  

８ H ○ × 80 3 3 3 2 2 13 820  

９ I ○ ○ 40 2 2 2 2 2 10 不採択  

１０ J ○ × 100 2 2 2 1 1 8 不採択  

１１ K × ○ 20 3 3 3 3 3 15 不採択  

 

配分額 

ライン 
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（６）採択すべき事業等の決定 その 1 ※イメージ表 ④参照 

・優先順位の上位から配分額に達するまでを採択すべき事業とする。 

・採択すべき事業について、事業ごとに採択額を決定する。 

（補助率は 10/10以内であるが、原則 100％のため通常補助希望額が採択額となる。） 

・ボーダーライン上の事業は残額を補助額として採択すべき事業（例のＧ事業は補助

額は 70万円）とする。 

・採択すべき事業の提案者（例のＧ事業）から辞退の申し出があった場合は、次点の

事業（例のＦ事業）を採択すべき事業とする。（例の F事業 補助額 60万円） 

 

・次点の事業の提案者（例のＦ事業）からも辞退の申し出があった場合は、同様に採

択すべき事業を次点へ送る。（例のＨ事業）ただし、基本審査基準により事業目的に

合致しないに該当した事業及び下限点数未満の事業は採択すべきでない事業である

ため、採択はしない。 

・特記事項の確認を行う。 

 

 ＊イメージ表 ④ 

優先 

順位 

事業

名 

事業

目的

合致 

優先採択

方針との

整合 

補助額 

万円 

共通審査基準 合 補助

額の

累計 

摘要 
① ② ③ ④ ⑤ 

計 

点 

１ Ａ ○ ○ 120 5 5 5 5 5 25 120 採択 

２ Ｂ ○ ○ 120 5 5 5 4 4 23 240 採択 

３ Ｃ ○ ○ 100 4 4 4 4 4 20 340 採択 

４ D ○ ○ 100 4 4 4 3 3 18 440 採択 

５ Ｅ ○ ○ 90 3 3 3 3 3 15 530 採択 

６ Ｇ ○ ○ 150 3 3 3 2 3 14 辞退 不採択 

７ F ○ × 60 3 2 4 3 3 15 590 採択 

８ H ○ × 80 3 3 3 2 2 13  不採択 

９ I ○ ○ 40 2 2 2 2 2 10 不採択  

１０ J ○ × 100 2 2 2 1 1 8 不採択  

１１ K × ○ 20 3 3 3 3 3 15 不採択  

採択額の合計 590万円 残額 10万円 
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（６）採択すべき事業等の決定 その２ ※イメージ表 ⑤参照 

  ・審査に係る全体協議を経て、補助金額等を調整し採択することができる。 

＊イメージ表 ⑤ 

優先 

順位 

事業

名 

事業

目的

合致 

優先採択

方針との

整合 

補助額 

万円 

共通審査基準 合 補助

額の

累計 

摘要 
① ② ③ ④ ⑤ 

計 

点 

１ Ａ ○ ○ 120 5 5 5 5 5 25 120 採択 

２ Ｂ ○ ○ 120 5 5 5 4 4 23 240 採択 

３ Ｃ ○ ○ 100 4 4 4 4 4 20 340 採択 

４ D ○ ○ 100 4 4 4 3 3 18 440 採択 

５ Ｅ ○ ○ 90 3 3 3 3 3 15 530 採択 

６ Ｇ ○ ○ 80→50 2.92 2.78 2.85 2.92 2.50 13.97 580 採択 

７ F ○ ○ 30→20 3.08 2.75 2.75 2.66 2.66 13.90 600 採択 

８ H ○ ○ 80 3 3 2 2 2 12 － 不採択 

９ I ○ ○ 40 2 2 2 2 2 10 － 不採択 

１０ J ○ × 100 2 2 2 1 1 8 － 不採択 

１１ K × ○ 20 3 3 3 3 3 15 － 不採択 

 

（７）不採択となる事業等の確認 

  ・その他特記事項などを再確認する。 

  ・条件を付けて採択する場合や不採択となった事業について提案者に伝えるため、具

体的な理由を委員全体で協議する。 

 

（８）残額の取り扱い 

・採択すべき事業の補助額の合計が配分額に達しなかったときは、残額の状況により追

加募集について協議を行う。 

・追加募集の実施については、配分額の５％を目安とする。また、追加募集は、1回と

する。 

（９）市への報告 

・採択すべき事業、採択すべきでない事業、採択額、事業実施者（提案者）への意見

を総合事務所長へ報告する。 

・個々の採点票の特記事項を事業実施者（提案者）への意見とする。ただし、同意見

はまとめる場合がある。 

（10）提案者へ結果通知 

・総合事務所長は、協議会の報告を尊重し採択事業を内定の上、速やかに提案者へ通 

知する。 

配分額 

ライン 

 



         令和 2年度 三和区地域活動支援事業に係る採点票    整理№  
 

１．採点対象 

事 業 名                     事業 

提 案 者 名 
 

 

２．採点内容 
⑴ 基本審査 

基本審査内容 左記基準との適合性 

・地域活動支援事業の目的と合致しているか □ 適合する  □ 適合しない 

適合しない理由  

⑵ 地域自治区の採択方針 

当 区の「 優先採 択方針 」 左記方針との適合性 

１ 優先して採択する事業 

三和区の住民が自主的、主体的に取組む事業のうち、次に掲げる事業を優先的に採択します。 

①「地域活性化事業」地域団体と住民が協働し、または住民が主体となって取り組む地域づくり事業 

②「安全・安心サポート事業」子供から高齢者が、安全・安心で快適な暮らしをしてもらう事業 

③「地域農業振興事業」農業の担い手育成や農業資源を活用し、新たな価値を創出する事業 

④「歴史的資産の保全・保存事業」後世に残すべき自然・環境・文化財などを保存する事業 

⑤「健全育成または健康増進事業」子どもから高齢者まで広範囲にわたり健康を推進する事業や人材の育成事業 

⑥「人材養成・確保事業」地域自治を担う人材を養成・確保する事業 

□適合する 

□適合しない 

⑶ 共通審査基準 

審査項目 審 査 基 準 
当区の

配 点 
採点欄 

1 点を付けた場合に 

理由を記入 

① 

公益性 

・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか 
・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設等が、長く
地域で活用される見込みがあるか 

・全市的な方向性と合致しているか 
・提案者以外の市民や事業者、団体等に不利益を与えるも
のではないか 

５ 
 

 

② 

必要性 

・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であ
るか 

・地域の実情や住民要望に対応したものか 
・緊急性の高い提案事業であるか 
・ほかの方法で代替できないものであるか 
・補助金を充てる経費が、提案事業を実施する上で不可欠
なものであり、その規模も必要な限度となっているか 

５ 
 

 

③ 

実現性 

・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか 
・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整ってい
るか 

・資金調達の規模や時期に無理はないか 

５ 
 

 

④ 

参加性 

・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等
の参加が期待できるものか 

５ 
 

 

⑤ 

発展性 

・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか 
・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか 
・提案団体に、信頼性や将来性はあるか ５ 

 
 

合 計 ＊ 採点は整数で行ってください。 25 
 

 

・５点…優れている  ・４点…やや優れている  ・３点…普通  ・２点…やや劣っている  ・１点…劣っている 

⑷ その他特記事項 
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三和方面隊における令和 4年度からの体制・資機材等に関する取組方針（案） 

1 体制 

〇里公分団 R2.4.2現在 

消防部 団員数(人) 車種／台数 可搬ポンプ(台) 

第 1部(川浦、番町、神明町) 15 ポンプ車／1（H5.11） 0 

第 2部(中野、窪、法花寺、水科) 19 積載車／1（H26.1） 1 

第 3部(水吉、鴨井、上田、下田) 10 積載車／1（H24.4） 1 

第 4部(下中、稲原、野、日和町) 17 積載車／1（H26.1） 1 

合 計 61 4 3 

＜火災発生時の参集状況＞ 

・各消防部で昼夜の別で参集団員数が異なる。昼は第３部が車で出動できる５人、夜は各部所属団員

の７割以上が参集している。昼は区内勤務や自営業、農業が少なく、区外勤務者は職種にもよるが

出動できる団員が少ない。 

・日中は第１部消防部と第２部消防部は３人、特に第４部が２人と少ない。 

↓ 

第 1部・第 4部 30 ／1（   ） （予備 1） 

第 2部・第 3部 22 積載車／1 （H26.1） 1（予備 1） 

合 計 52 2 1～2（予備 2） 

※：第１部・第４部は、令和 2年 9月現在ポンプ車か積載車か協議中。 

   再編後余剰の車両は、今後消防部では使用しない。 

   小型ポンプ等の資機材は使用する。 

 

〇上杉分団 R2.4.2現在 

消防部 団員数

(人) 

車種／台数 可搬ポンプ(台) 

第 1部(今保、大東、下田島) 16 ポンプ車／1 （H12.3） 0 

第 2部(大西、三村新田、井ノ口、浮島) 8 積載車／1（H25.10） 1 

第 3部(島倉、北代、下新保) 8 積載車／1  （H3.9） 1 

第 4部(所山田、岡田、山高津、払沢、桑曽根) 19 積載車／1 （H23.2） 1 

合 計 51 4 3 

＜火災発生時の参集状況＞ 

・全消防部が火災時に出動できるかどうか微妙な数の団員しか参集・出動できない状態である。この

状況は昼夜ほぼ同じで、夜でも各部１人増えるかどうかである。 

↓ 

第 1部・第 2部 22 積載車／1（H25.10） 1（予備 1） 

第 3部・第 4部 25 積載車／1 （H23.2） 1（予備 1） 

合 計 47 2 2（予備 2） 

※：再編後の余剰車両は、今後消防部では使用しない。 

 

 

 

 

〇美守分団 R2.4.2現在 

消防部 団員数(人) 車種／台数 可搬ポンプ(台) 

第 1部(錦、柳林、岡木、上広田) 14 ポンプ車／1（H16.11） 0 

第 2部(米子、広井、下広田、本郷、沖柳) 13 積載車／1 （H26.2） 1 

第 3部(越柳、神田、塔ノ輪) 17 積載車／1  （H3.9） 1 

第 4部(山腰新田、末野、末野新田) 12 積載車／1 （H22.2） 1 

合 計 56  3 

＜火災発生時の参集状況＞ 

・各消防部で日中は 2人から 4人程度が参集している。夜間は半数程度参集しているが、車両を動か

すために最低必要限の人数であり、問題ないと判断している。昼は仕事で職場を離れられない団員

もいる。 

↓ 

第 1部・第 2部 25 ポンプ車／1（H16.11） （予備 1） 

第 3部・第 4部 27 積載車／1 （H26.2） 1（予備 1） 

合 計 52 2 1（予備 2） 

※：第３部・第４部は、第２部の積載車を使用する。 

 

2器具置場（拠点） 

里公分団 上杉分団 美守分団 

第１部と第３部 第１部と第４部 第１部と第４部 

第２部と第４部の器具置場は資

機材置場として使用する。 

第２部と第３部の器具置場は資

機材置場として使用する。 

第２部と第３部の器具置場は、資

機材置場等で使用する。 

統合した消防部において、再編後小屋を新築することとなった場合は、建てる場所について町内会の意

見も参考としたい。 

 

3 活動・訓練 

里公分団 上杉分団 美守分団 

全ての消防部で班分けを行い、夜警等はローテーションで実施し、団員の負担軽減を図る。 

定期的な資機材の点検に合わせて、火災対応力の向上のために、分団内で無線交信訓練や放水訓練を実

施する。 

 

4 団員確保 

里公分団 上杉分団 美守分団 

団員が引き続き、町内会行事等や戸別訪問などで入団を呼びかける。 

町内会と協力し、総会等の会議の場で入団を呼びかける。 

町内会と消防団が、入団が見込

める人に合同で勧誘を行う。 

町内会長と連携し、入団が見込

める人に対して戸別訪問を行

い、現状の団員数が減員しない

ように努める。 

町内会と消防団が、入団が見込め

る人に合同で勧誘を行う。 

 

資料№4 



三和方面隊管轄図

美守分団

上杉分団

里公分団
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●：拠点（車両置場）
　 ●：再編後資機材置場


